
 

■ 平成 31年版での新元号への対応について 

 

平成 31年は 4月 30日までで 5月 1日から新元号となり、この新元号は 4月 1日ころに公表される予定になっ

ています。 

この給与計算・年末調整システムは、平成 31年 1月からの給与計算に対応するため平成 30年 12月に公開します

のでこの新元号には対応することはできません。 

さらに「給与所得の源泉徴収票」や年末調整の各申告書について、平成 31年で表記するのかまたは新元号で表記

するかは国税庁からの新様式の公開までは不明です。 

 

そこで平成 31年版では、「開始」メニューの「給与の支払者データの登録」フォームから「源泉徴収票の年度」

と「給与支払報告書の年度」を直接変更することで、「給与所得の源泉徴収票」や年末調整の各申告書と連動して

新元号への変更に対応することにしました。 

 

≪ご注意≫ 

EXCELが新元号にすぐに対応できない場合は、給与と賞与の支払年月日や領収済通知書（納付書）の税額の集計

が正しくできないことがありますのでご注意ください。 

 

 

■ 「給与の支払者データの登録」フォーム 

 

 
 

 

 
 

 

※ 「源泉徴収票の年度」と「給与支払報告書の年度」の直接入力で新元号に対応できない場合は、システムの 

ファイルのバージョンアップで対応します。 

  

平成 31年から変更

します。 


